
市と近隣⾃治会等との意⾒交換会配布資料 
令和４年１２月  

市のまちづくり施策について 

 

１ 市の計画について 

  市では、第５次総合計画に掲げた将来像で 

ある「ときめきと みどりあふれる 快活都 

市」の実現に向けたまちづくりを推進してい 

ます。市の計画は、右図のとおり行政運営を 

総合的に推進するための最上位計画として総 

合計画があり、それぞれの計画が連携して将 

来像の実現を目指しています。 

 

                ２ 総合計画について 

                    総合計画では、市が重点的に取り組む３つの重点

戦略を定めており、戦略的視点をもって将来像の達

成に取り組むこととしています。 

                    このうち、戦略３では、国道１６号や国道４６４号

北千葉道路が通過するという特性を活かした取組と

して、「幹線道路沿道における開発誘導」を進めるこ

ととしています。 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

■「幹線道路沿道などにおける開発誘導」の事業 ※一部■ 

幹線道路沿道 

活性化事業 

 国道１６号と国道４６４号北千葉道路が通過する立地特性を活かし

て、沿道開発を誘導し、幹線道路沿道の活性化を図ります。 

具体的には、流通業務施設や地域振興をもたらす企業を誘導するため

の都市計画施策を検討・実施します。 

企業誘致推進 

事業 

事業の目的は産業振興と雇用の創出、さらに大きな目的は財政の歳入

増です。千葉ニュータウンのまちびらきから４０年以上経過し、公共施

設の修繕が必要であり、さらに、環境や福祉、その他の事業を進めるた

めにも財源は必要です。また、今後は、人口減少や少子高齢化による税

収減などの更なる厳しい財政運営が見込まれることから、白井市企業誘

致基本方針に基づき、新しい産業の受け皿づくりを推進しています。 

市の計画の体系 
総合計画 

利便性の良い公共交通ネットワークの確保 

都市拠点と各地域を結ぶ道路ネットワークの構築 

幹線道路沿道などにおける開発誘導 
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３ 産業振興計画（産業振興ビジョン）について 

  産業振興ビジョンは、全体ビジョンを「地域の底力で持続可能な未来を拓く魅力ある

産業都市しろい」と掲げ、農商工のバランスを保ちながら、白井市の地域特性や強みを

生かした産業振興に取り組むものとしています。 

 

4 都市マスタープランについて 

  都市マスタープランは、総合計画に沿って、まちづくりの具体性ある将来ビジョンを

確立し、市の都市計画に関する基本的な方針を示しています。具体的な用途地域、地区

計画等はこの都市マスタープランに基づき決定されています。 

 

５ 都市マスタープランの改定について 

  令和２年６月、都市マスタープラン

の土地利用方針を改定し、国道４６４

号北千葉道路に設置される予定のイン

ターチェンジを活用し、民間活力によ

る多様な産業の受け皿づくりを進め、

地域の振興に寄与する施設の立地を誘

導する「インターチェンジ周辺検討地

区」を位置づけました。 

 

 

 

６ 都市マスタープランの改定理由について 

 

企業誘致推進事業と幹線道路沿道活性化事業が連携しながら、市の発展に寄与する

企業の立地を誘導し、産業の活性化を図っていきます。 

  

国道 464 号北千葉道路の都心直結の動きが進み、市内にインターチェンジが設置さ

れることとなり、その周辺地域のポテンシャルが格段に向上することが見込まれるた

め、多様な産業が立地する可能性をもたせました。 

  

千葉県では、新たな産業用地の確保という課題への対応として、県土全体でインター

チェンジ周辺などポテンシャルの高まる地域での産業の受け皿づくりを進めるための

基本方針（※）を策定しており、この千葉県の方針とも整合を図りました。 

（※）高速道路インターチェンジ等を生かした多様な産業の受け皿づくりを進めるための計画

的な土地利用の促進に係る基本方針 

ＩＣ周辺検討地区 
小室インターチェンジから２ｋｍ 

ＩＣ周辺検討地区 
（仮称）白井ハーフインターチェンジから１ｋｍ 

⼟地利⽤⽅針図

持続可能なまちづくりに向けた産業の活性化

国道 464 号北千葉道路の事業進捗 

千葉県の産業の受け皿づくりの推進 

80



復業務施設地区（富ヶ⾕地区）におけるまちづくりに係る 
富ヶ⾕地区まちづくり協議会からの要望等の要旨 

 
要望等の提出状況と要旨 
  
１ 令和４年１２⽉  

富ヶ⾕地区まちづくり協議会への更なる⽀援、協⼒について 
・富ヶ⾕地区まちづくり協議会は、まちづくりを⽩井市と協働により推進することを⽬的

に設⽴した。 
・事業者と共に提案に向けて進めている地区まちづくり計画の実現に向け、市の⽀援、協

⼒をお願いする。 
 
２ 令和５年１⽉１９⽇ 
  富ヶ⾕地区におけるまちづくりに関する嘆願書（要望書） 

・富ヶ 地区では、農業の担い 不 や後継者不 、営農活動に伴う近隣住 からの苦情
などにより、今後、農家の廃業による農地の荒廃、耕作放棄地化などが懸念されたこと
から令和２年８ に地区住 全員参加の協議会を設 し、地区の将来像について話し合
いを⾏ってきた。 

  ・市の⽀援のもと、サウンディング型市場調査を⾏い、企業誘致を含めた市への地区計画
提案の前に周辺⾃治会等との意⾒交換会を⾏ったところ、想定外の厳しい意⾒が出され
た。 

  ・富ヶ⾕地区まちづくり協議会は、農地の耕作放棄による地区環境の悪化やそれに伴う治
安の悪化を懸念しつつ、地区の発展を第⼀の観点として当該計画を実現したい。 

  ・地区の発展、市の発展を⽬途に当該計画の実現に尽⼒いただくよう嘆願する。 
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復業務施設地区（富ヶ⾕地区）における都市計画提案に係る 
近隣⾃治会等から市に提出された要請等の要旨 

 
１ 要請等の提出状況 
 （１）令和５年１⽉ ８⽇ 南⼭三丁⽬地区まちづくり協議会（南⼭三丁⽬⾃治会） 
 （２）令和５年１⽉２０⽇ ガーデンハウス⽩井町会 
 （３）令和５年４⽉２４⽇ 南⼭三丁⽬地区まちづくり協議会（南⼭三丁⽬⾃治会） 
 （４）令和５年５⽉１４⽇ ガーデンハウス⽩井町会 
 （５）令和５年５⽉１４⽇ ⽩井池の上管理組合⾃治会 
 
２ 要請等の要旨 
（１）南⼭三丁⽬地区まちづくり協議会（南⼭三丁⽬⾃治会）及びガーデンハウス⽩井町会 

 ・富ヶ⾕地区は市街化調整区域であり、建築物が建築されないものと認識して⼊居してい
る。 

・近隣地区は第⼀種低層住居専⽤地域であり、良好な住環境を守るため、隣接地にデータ
センターが建築されることについて反対であり、市は都市計画決定や建設を許可しない
こと。 

・反対の陳情にも関わらず、決定等をするのであれば最低限以下について全てを完全に順
守することを条件とすること。 

  ・近隣地区にある⼀定規模以上の建築物である、⼩学校、中学校、⾼等学校の校舎の⾼さ
を超えない⾼さその他学校の校舎建設と同等以下の⽔準を維持することや周辺住環境
への影響を学校が建設された場合と同等以下の⽔準に制御すること。 

・住宅とデータセンターの間の距離は、住宅と校舎の距離を下回らない距離とすること。 
  ・データセンターへの⾞両の出⼊りは、近隣住宅地を通過しないこと。 
  ・夜間も含め、排熱により近隣住宅地の気温上昇が⽣じないようにすること。 
  ・夜間も含め、近隣住宅地の現状の騒⾳を上回らないこと。 
  ・電磁波について、近隣住 のペースメーカー等に影響がないよう完全に遮断すること。 

・近隣は住宅地及び⼩中学校であり、⼯事期間中は通常の建設現場以上に⼗分な安全対策、
環境対策を講じること。 

・全て遵守した場合でも、データセンター建築によるメリットを享受するのは市や⽩井市
 で負担を受けるのは近隣住 のみであることから、メリットを享受する地区や市は何
らかの補填を考えてもらいたい。 
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（２）⽩井池の上管理組合⾃治会 
 ・周辺環境と調和するよう、データセンター内を通る道路の両サイドや住宅地に近いとこ

ろを中⼼に敷地内緑化を⼗分⾏うこと。 
 ・データセンターより標⾼の低い池の上⼀丁⽬地区とガーデンハウス地区の間の道路の歩

道の地盤⾯を基準として午前８時から午後３時半までのものとするなど⽇陰の影響範
囲について、住 が納得できるような資料を⽰してほしい。 

  ・北側の道路に抜ける付け替え道路とのＴ字路には、安全対策のため信号を設置してほし
い。 

  ・税収以外に地域へどのような貢献があるかわからない。周辺住 へのマイナスの影響を
最⼩限にとどめるような配慮を⼗分にしてほしい。 
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